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研究成果の概要（和文）：手話言語の両手サインにおいて対称性制約と優位性制約(Battison 
1978)が一般語彙だけではなく類別詞にもかかるという Eccarius & Brentari(2007)の説とかか

らないという Aronoff et al.(2003)の説がある。本研究ではスリランカ手話の両手サインにお

ける音韻的諸要素の分布に基づき分析した結果、一般語彙だけではなく類別詞にも優位性制約

と対称性制約が成立することが確認され、Eccarius & Brentari(2007)説が支持された。 
 
研究成果の概要（英文）：In sign linguistics, Eccarius & Brentari (2007) advocate that the 
symmetry and dominance constraints (Battison 1978) are applied not only to the 
two-handed lexical items, but also to the two-handed classifiers, whereas Aronoff et al. 
(2003) advocate that they aren’t applied to the two-handed classifiers. I analyze the 
two-handed lexical items and classifiers of Sri Lankan Sign Language in terms of 
distribution of the phonological properties. The data demonstrate that both of the 
two-handed lexical items and classifiers follow the two constraints. It supports the theory 
of Eccarius & Brentari (2007). 
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１．研究開始当初の背景 

手話言語は、手指動作（手、腕、指の動き）、

非手指動作（文法的な機能を果たす顔の表情、

視線、頭・体の姿形）、身体、身体周りの空

間を利用することで生成される言語である。

手話言語において語は音韻的要素、すなわち

手の形、手の動き、手の調動位置、向き、片

手/両手という意味を持たない有限個の組み

合わせから構成されている。手話言語は両手

という複数の調動器官の同時的かつ継起的

使用により両手それぞれの手型と動きの組

み合わせから複雑度が高まる言語である。し

かし、その複雑性は無制限に増大するわけで

はない。調動及び知覚の観点から複雑性を調

整し、均衡化を図る仕組みが言語には備わっ

ていると考えられるからである。 
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手話言語では音韻制約は全ての語彙に対

して均一にかかわるわけではない。従来の研

究では３つの語彙分野間、すなわち、一般語

彙である固有語と借用語、これら語彙項目と

は異なる性質を有し図像性(iconicity)の高

い類別詞とでは音韻的要素の分布が異なり、

音節・語形成の仕方、制約のかかり方及びそ

の度合いが異なることが明らかにされてい

る（Brentari & Padden、2001, Eccarius & 

Brentari 2007）。このことは語彙 (lexicon) 

が等質なものではなく、層を形成しているこ

と(lexical stratification)を示している

（同上）。 

上記の研究は異なる語彙分野間における

分布の偏りに着目するものであるが、加納

(2006)は同一語彙分野内においてどのよう

な分布の偏りが存在し、それがどのように音

節・語形成に関わっているのかについて着目

した研究を行っている。この研究は、スリラ

ンカ手話において固有語彙を構成する一音

節一形態素の一般語彙とネームサイン（聾社

会における聾者の名前）を対象に、各語彙の

音韻的諸要素の生起分布の偏りから、同一語

彙分野内の異同を捉える音韻制約を提案し、

固有語彙内部における音韻的諸要素の分布

の異同を説明したものである。固有語彙内部

においてネームサインは一般語彙と比べ、手

型の種類、手の動き、調動位置、片手性、接

触について著しい分布の偏りが生じ、異なる

制約がかかっているのである。その結果、音

節・語形成において一般語彙とは異なるネー

ムサインらしさの要因が明らかとなった。 
この研究の課題としては、次の 2 点が挙げ

られる。 
（１） スリランカ手話において固有語彙内

部の語彙分野間の音韻的諸要素の分

布の違いが明らかになったが、異な

る語彙分野間の音韻的諸要素の分布

の異同については不明である。 
（２） ネームサインにおいて複雑度の高い

手型変化、複雑度の低い片手及び無

標手型の高頻度分布、頭部という視

認度の高い調動位置、視認度を高め

る身体への接触運動とが相互に関係

しながら、複雑性の調節と均衡化が

図られているが、その機構が異なる

語彙分野においてどうなっているの

かが不明である。 
そこで、上記の課題に取り組むために、本研

究では類別詞と固有語彙の一般語彙という

異なる語彙分野の語彙を取り上げる。類別詞

を研究対象とするのは、固有語や借用語のよ

うに語彙化された一般語彙とは異なり、高い

図像性により語彙化の度合いが低いという

特徴を類別詞が有するからである。類別詞は

その特性により近年手話言語学において多

いに注目を集めている研究分野である

(Emmorey (ed.) 2003)。 

次に、複雑性については Battison(1978)

が手の調動の複雑性の観点から一般語彙の

一音節一形態素語を、タイプ 0（片手語）、タ

イプ１（両手両動同型語）、タイプ 2（両手片

動同型語）、タイプ 3（両手片動異型語）のよ

うに類型化している。これは、語が片手か両

手か、より複雑な両手の場合、同じ手型か複

雑度の高まる異なる手型か、両手が同じ動き

をするか複雑度の高まる別々の動きをする

かという観点に基づくものである。タイプ 0
が最も複雑度が低く、タイプ 3 が最も複雑度

が高くなっている。 
このように類型化した一般語彙の語の適

格性及び複雑性を捉える制約として２つの

制約が提案されている。 

（１） 対称性制約：両手が動くなら、両手

は手型と動きが同じでなければなら

ない。 

（２） 優位性制約：両手の手型が同じでな

いなら、利き手(dominant hand)が動

き、非利き手は静止したままとなる。

この場合、非利き手は無標手型に限

られる。 

ところが、この音韻制約は一般語彙のデー

タに基づいて提案されたものであることか

ら、それとは異なる特徴を有する類別詞にも

適用されるかどうかについては議論が分か

れている（Aronoff et al. 2003, Eccarius & 

Brentari 2007）。 
Aronoff et al.(2003)がアメリカ手話では

当該音韻制約が類別詞にかからないと主張

したのに対して、Eccarius & Brentari(2007)

はアメリカ手話以外にも香港手話とスイ

ス・ドイツ手話の類別詞の両手語の音韻的諸

要素の分布を詳細に分析した上で、当該音韻

制約が諸言語間において強い傾向として類

別詞に対しても成立すること、制約が成立し

ていないように見える場合でも、Aronoff et 

al.(2003)が分析していなかった手型の下位

素性である指と関節の素性の分布に基づき、

複雑性を調整して均衡化を図っている事実

を明らかにした。 

以上の研究史に基づくと、異なる語彙分野

間の音韻的諸要素の分布の異同に基づき、従

来研究されてきた手話言語とは系統的・地理

的に異なるスリランカ手話における当該音

韻制約の成立条件及び複雑性の均衡化のシ

ステムを解明することは重要な課題となる。

なお、スリランカ手話に関する研究は国内外

において加納(2006) と Kano(2008)のみであ

る。 
以上の検討に基づき、本研究では当該研究

期間内において、類別詞と一般語彙の音韻的

諸要素の分布と、一般語彙にかかる当該音韻

制約の類別詞に対する適用可能性の条件を

明らかにすること、これらにより複雑性の調



 

 

整と均衡化のシステムの究明を課題とする。 

手話言語は、両手等複数の調動手段により、

語を線条的(linearly)のみならず、同時的に

(simultaneously)産出する言語である。この

よ う な 手 話 言 語 の 特 性 で あ る 同 時 性

(simultaneity)からも複雑性の均衡化の解

明が要請される。音韻的諸特徴が線条的かつ

同時的に複雑に分布することから、この複雑

性の分布の調整と均衡化の仕組みを解明す

る必要がある。 

 

２．研究の目的 

本研究の目的は、スリランカ手話の両手サ

インの類別詞 (classifiers)と一般語彙 

(lexical items)における音韻的諸要素の分

布を調べることにより、各語彙における成立

条件を明らかにし、音韻的諸要素の複雑性の

調整と均衡化の仕組みを明らかにすること

である。 

 

３．研究の方法 

スリランカにおける現地調査(2009年8月、

2010 年 8 月、2012 年 2 月)を実施し、類別詞

のデータ収集とデータベースへのデータ登

録を行った。 
データは、ネイティブサイナーを被験者に

映像・絵を刺激とする発話、自然発話、文法

判断等に関わる発話データを録画した。デー

タベースは、語タイプ、音節数、品詞、語彙

分野、手型、手型の下位素性、手の動き、調

動位置に基づき FileMaker により設計し、デ

ータを登録した。談話データについては、

ELAN を用いて右手・左手、視線、瞬き、口形、

頭部の動き、上体方向、顔の表情に基づきコ

ーディングを行った。 

これらコーディングしたデータに基づき、

一般語彙と類別詞の音韻的諸要素の分布の

詳細を明らかにし、対称性制約と優位性制約

の成立条件を調べた。 
 

４．研究成果 

スリランカ手話の両手サインにおける音

韻的諸要素の分布に基づき一般語彙だけで

なく、類別詞にも優位性制約と対称性制約が

成立することが確認され、 Aronoff et 

al.(2003) で は な く 、 Eccarius & 

Brentari(2007)の説が支持された。特に両手

の手型が異なっているように見える例でも

香港手話と同様、手型の下位素性である選択

肢と関節に着目すると、利き手と非利き手に

おいて選択指が異なっても関節の素性が同

一でければならないということがわかった。

このことは、対称性を最大限化しながら複雑

性を制限する機構の存在を示唆している

(Eccarius & Brentari 2007)。 

これらの制約は調動性と認知的顕著性に

関わるものなので、語レベル以上のレベルで

も同様の制約がかかるのかを検証する必要

がある。そこで、両手による同時的表現につ

いて検証を行い、両手による同時的表現が可

能なタイプと可能ではないタイプがあるこ

とがわかった。 

まず、可能ではないものには文タイプに関

与する否定表現と WH 疑問詞表現、その他に 2

つの異なる行為がオーバーラッピングする

同時的表現がある。否定表現については、手

指マーカーと非手指マーカーによる否定が

ある。これらの同時的組み合わせにより否定

が表されるが、スリランカ手話においては非

手指マーカーのみでは否定が表されない。手

指否定詞は必須で動詞に線条的に後接し否

定が表されるが、両手サインにより、すなわ

ち利き手で動詞等を、非利き手で否定を表示

することはできない。 

WH 疑問詞表現には手指疑問マーカーと非

手指疑問マーカーがある。これらの同時的組

み合わせにより疑問表現が表示されるが、非

手指疑問マーカーのみでは疑問は表されな

い。手指疑問マーカーは必須で典型的には文

末に生起し疑問が表されるが、両手サインに

より、すなわち利き手で動詞等を、非利き手

で疑問を表示することはできない。 

同一個体の 2つの異なる同時的行為、すな

わち「～ながら～する」というようなオーバ

ーラッピングする同時的行為も両手サイン

により、すなわち、利き手と非利き手でそれ

ぞれの行為を表示することはできず、線条的

に 2つの行為を別々に表さなければならない。 

一方、両手による同時的表現が可能なもの

には、2つの異なる個体が関わる移動表現や

位置表現がある。このことを類別詞の種類と

項構造の対応関係で見てみると、個体類別詞

(entity classifier)は一項述語を取り自動

詞に、操作類別詞(handling classifier)は

二項述語を取り他動詞に対応し、前者は移動

・位置表現に、後者は対象操作表現に用いら

れる。このことはアメリカ手話等と同様の現

象 を 示 し て い る （ McDonald 1982; 

Engberg-Pedersen 1993)。 

この 2つの異なる個体が関わる移動表現や

位置表現において認知的顕著性の高い対象

は動きを伴う手型により図(figure)として、

顕著性の低い別の対象は現実の事態におい

て移動していても静止した手型により地

(ground)として別々に表示される。現実の事

態において移動していても静止した手型で

表されるというのは、片手サインで表される

ときには動きを伴う手型であるのが、両手サ

インになると、その動きが静止したものに限

定されるということである。このとき優位性

制約は緩まり、非利き手の手型にはかからず

手の動きにのみかかる。すなわち、非利き手

は無標だけでなく、有標の手型も許容される

が、動きは静止したものに制限される。 



 

 

また、類別詞の選択と手話者が取る視点と

は関係がある。視点には登場人物視点と観察

者視点があり、前者の場合には操作類別詞が、

後者の場合には個体類別詞が使用されるこ

とが知られている（Perniss 2007)。スリラ

ンカ手話においても典型的に同様のことが

観察され、談話において先に観察者視点で個

体類別詞により要素を談話に導入した後、登

場人物視点で操作類別詞により詳細に事態

描写がなされる。 
談話レベルにおいても複数の文にまたが

り、地となる背景情報を表す静止した手型が、

図となる前景情報を表す動きを伴う手型と

同時的に生起可能である。このときも優位性

制約は手型にはかからず手の動きにのみか

かる。すなわち、非利き手は無標だけでなく、

有標の手型も許容されるが、動きは静止した

ものに制限される。 
以上のように、両手サインに関わる制約は

語レベルに止まらず、その上のレベルでもか

かる場合があり、そして語レベルで最も厳し

くその上のレベルで緩くなるという傾向が

ある。語レベル以上で両手サインが可能な場

合、図となる手の形や動きには制限がないが

、地となる手の形にではなく手の動きに制限

がある。これは、手の動きが最も視認度の高

い要素なので、図の際立ちを高めるために地

の動きを抑制する必要があるからだと考え

られる。ここにおいても、両手サインの複雑

度を低める作用が働いていると考えられる。 
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